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の国内作付け面積は約 8 千 h a であり， 九州地域で
は「すずおとめ」4 ）が福岡県， 佐賀県， 熊本県， 大
分県で約 111 h a 作付けされているほか， 九州地域
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作物開発・利用研究領域） において， 早生， 小粒の「九
州 129 号（後の「すずおとめ」） 」を母に， 晩生， 小
粒で， 葉焼病抵抗性を有し， ハスモンヨトウ抵抗性の
「IAC　100」を父として人工交配（九交 847） した後
代から選抜された品種である（第1図 ， 写真1， 2） 。同
年夏に圃場で F1 を養成し， 翌，1998 年の F2 世代，
1999 年の F3 世代は集団栽培で単粒系統法による
採種を行い， 2000 年の F4 世代に 50 個体を圃場で
選抜後， 脱穀後に品質等で 31 個体を選抜した（第
1 表） 。2001年の F5 世代以降は系統選抜により選抜， 
固定を進めてきた。また， 2002 年の F6 世代にはハ
スモンヨトウ抵抗性検定（選好性試験） を実施し
て抵抗性系統を選抜した。
2006 年には「九系 360」の系統名を付し， 生産力
検定予備試験， 系統適応性検定試験に供した。その




























写真 1　 「すずかれん」の草本 写真 2　 「すずかれん」の子実の形態
左：フクユタカ　中：すずかれん　右：すずおとめ 左：フクユタカ　中：すずかれん　右：すずおとめ
育成地，2011 年 7 月 8 日播種
畦幅 70cm，株間 14cm，1 株 1 本立
栽培条件は写真 1 と同じ。
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実用的に支障ないと認められた（第 2 表） 。これら
の試験成績に基づいて， 「九州 156 号」が暖地のダ
第 1 表　選抜経過
第 2 表　固定度に関する調査成績（育成地）
注：1）播種は 2009 年 7 月 3 日，栽植密度は畦幅 70cm，株間 14cm で 1 株 1 本立て（10.2 本 /㎡）
　   2）○印を付した系統番号が最終的に選抜された系統である。
イズ生産において普及・定着が可能と判断し，2010
年 5 月に「すずかれん」の名称で種苗法に基づく
品種登録出願を行った（ 第 24880 号） 。また， 2011
年 3 月には熊本県で認定品種として採用された。
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播種および早播きの 2 つの栽培条件のもとで， 2007
年から 2011 年までの 5 か年実施した。畦幅 70cm， 
株間 14 cm， 1 株 1 本立てとし， 栽植密度は 1,020 株
/a とした。標準播種は 3 区制で， 早播きは 2 区制
であり， 1 区面積は 10.5㎡または 12.3㎡とした。肥








有無は“有” ， 花の色は“紫” で ， 側小葉の形は
“鋭先卵形” である。茎の毛じの色は“褐” で「す
ずおとめ」と同じであるが，「フクユタカ」の“白” 
と異なる（第 3 表， 写真 1） 。茎の長さ（ 主茎長） ， 茎
の節数， 分枝の数および， 最下着きょう節位の高さ
は「すずおとめ」と同じく“中” である。伸育型は
“有限” ， 草姿は“直立” で「すずおとめ」と同じで
ある。また熟さやの色の濃淡は“淡” である。
粒の形は“球” ， 子実の大きさは“小” であるが， 
「すずおとめ」よりやや大きい（写真 2） 。子実の
地色（種皮色） は“黄白” であるが品種の特徴とし
て， やや青みを帯びる。子葉の色は“黄” ， へその
色は“黄” ， 粒の光沢は“弱” である。
2 ）生態的特性の分類
「すずかれん」の開花始期（開花期） は「すずお
とめ」よりやや遅く， 「フクユタカ」と同じ“晩” で， 
成熟期は「すずおとめ」より早く， 「フクユタカ」






注：1）農林水産植物種類別審査基準（大豆種，2011 年 4 月）により，育成地，標播での調査に基づいて分類した。
　  2）太字は当該特性について暖地での標準品種になっていることを示す。
注：1）農林水産植物種類別審査基準（大豆種，2011 年 4 月）により，育成地，標播での調査に基づいて分類したが，
　　　  病害虫抵抗性については特性検定試験成績に基づき分類した。（  ）は既往の評価であることを示す。
　   2）太字は当該特性について暖地での標準品種になっていることを示す。





ウイルス病抵抗性は“弱” ， 紫斑病抵抗性は“強” 
である。またダイズ立枯性病害（ 黒根腐病） 抵抗
性は“弱” ， ダイズシストセンチュウ抵抗性は“弱” 
である。
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第 5 表　粒の品質特性
第 6 表　標準播種栽培における生育調査結果（育成地）
注：1）農林水産植物種類別審査基準（大豆種，2011 年 4 月）により，育成地，標播での調査に基づいて分類した。
　   2）太字は当該特性について暖地での標準品種になっていることを示す。
　   3）＊印は審査基準外の形質であるが，品種の特性把握の参考になるよう記載した項目を示す。
注：1）栽植条件は畦間 70cm，株間 14cm，1 株１本立て（10.2 本 /㎡）で 1 区面積 10.5 または 12.3㎡の 3 区制。












当たる 7 月上旬に播種・栽培した結果を第 6 表に示
した。「すずかれん」の開花期は， 「すずおとめ」よ
り 3 日程度遅く， 「フクユタカ」とほぼ同じであっ
た。成熟期については， 「すずおとめ」より 6 日程




度多く， 「フクユタカ」より 1 節程度少なかった。「す
ずかれん」の株当たりの分枝数は「フクユタカ」よ
り 1 本程度多く， 「すずおとめ」と同程度であった。
コンバイン収穫適性に係わる形質である最下着きょ
う節位高については， 「すずおとめ」より 1 cm 程度
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生育， 子実収量について第 7 表に示した。「すずか
れん」の開花期は「すずおとめ」より 3 日程度遅
く， 「フクユタカ」より 4 日程度早かった。成熟期



























注：1）栽植条件は畦間 70cm，株間 14cm，1 株１本立て（10.2 本 /㎡）で 1 区面積 10.5 または 12.3㎡の 2 区制。
　   2）施肥量 (kg/a) は N：0.3，P2O5：1.0，K2O：1.0，苦土石灰：10.0。

















　　　 0.1 ～ 20.0，中：20.1 ～ 50.0，弱：50.1 ～ 80.0，極弱：80.1 ～とした。





2006 年および 2008 年に長野県野菜花き試験場に
おいてダイズウイルス病圃場抵抗性検定試験を実施
した（第 8 表） 。生育中の「すずかれん」の発病株
率および褐斑粒の発生率も抵抗性“中” の判別品種
「H i l l」より高く， その抵抗性は“弱” と判定した。
8 九州沖縄農業研究センター報告　第59号 （2013） 
2 ）紫斑病抵抗性
2006 年および 2008 年に福島県会津農業センター

















　　 　2：褐変が主根または地際部全体をとりまく程に発達している， 3：褐変が 
        地際部を中心に長くのびている，4：主根が腐朽し，根量も少ない，5：枯 
　　　　死の 6 段階に分けて調査し，下記の式によって算出した。
　　　　  　発病度＝｛Σ（階級値×同階級値の株数）／（全調査株数× 5）｝× 100
　　4）同一株内の「Harosoy」対比｛＝Σ（供試系統の発病度／同一株内の
　　　  Harosoy の発病度）｝が 0.75 未満を「強」 ， 0.75 以上「スズカリ」以下を「や
　　　 や強」 ， 「スズカリ」より大きく 0.80 未満を「中」, 0.80 以上「ナンブシロメ」
　　　 未満を「やや弱」,「ナンブシロメ」以上を「弱」との基準で判定した。
3 ） ダイズ立枯性病害（黒根腐病） 抵抗性
2007 年に岩手県農業研究センターにおいてダイ 
ズ立枯性病害（黒根腐病） 抵抗性検定試験を実施し
た（第 10 表） 。「すずかれん」の発病度および
「H a r o s o y」対比の発病度から，その抵抗性は「ナ
ンブシロメ」並の“ 弱” と判定した。
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第 11 表　ダイズシストセンチュウ抵抗性検定試験（長野県野菜花き試験場）
第 12 表　葉焼病圃場抵抗性検定試験（育成地）
注： 1） 調査は2009年に実施。各区 「すずおとめ」 と隣接する5株について，上から6節目の小葉を調査。
　  2   判定は「すずおとめ」を「弱」,「フクユタカ」を「中」 , 「IAC 100」を「強」とする判定品種と， 
　　   供試品種の病斑数とを比較して判定した。
注：1）検定試験は 2006 年に，ダイズシストセンチュウ（桔梗ヶ原個体群）汚染土壌で実施。




　　　　  　着生指数＝｛Σ（階級値×同階級値の個体数）× 100｝／（4 ×全個体数）
　　　　 　 補正後着生指数＝（供試系統の着生指数／対照品種の着生指数）× 100
　　4）当該系統の指数を標準および比較品種の着生指数と比較して判定した。判定と着生指数との関係は下
　　　  記の通り。
4 ）  ダイズシストセンチュウ抵抗性
2006 年に長野県野菜花き試験場においてダイズ
シストセンチュウ（桔梗ヶ原個体群） 抵抗性検定試





を実施した（第 12， 13 表） 。圃場において自然感染， 
葉焼病罹病葉から抽出した病原細菌の接種検定にお
ける「すずかれん」の病斑数は「すずおとめ」より
少なく， その抵抗性は「IAC　100」並の“ 強” と
判定した。










注：1）室内選好性試験：羽鹿ら（1993）の方法による。標準品種 (S) に「アキセンゴク」と検定品種 (T)
　　  を並べてシャーレに置き，1 シャーレにハスモンヨトウの 3 齢幼虫を 1 頭ずつ入れ，16 時間摂 
         食後に各葉の摂食割合を 0～10の11 段階で評価。各区 6～10 株を調査し，次式により C 値を
　　　算出した。
　　　　   C=2 Σ T/（Σ S+ Σ T）
　　  選好性指数C 値は標準品種より供試品種が選好されないとき 1 より小さい値を，選好されると
　　　きは１より大きい値をとり，C 値が小さいほど抵抗性（非選好性）が強い。
　 2）抵抗性（非選好性）の判定は非選好性「強」の標準品種「ヒメシラズ」,「弱」の標準品種「フ
　　   クユタカ」と供試系統の C 値を比較して判定した。
6 ）ハスモンヨトウ抵抗性
2009 年と 2010 年に室内選好性試験（第 14 表） を， 
2008 と 2010 年に室内抗生性試験（第 15 表） を行い， 
「すずかれん」のハスモンヨトウ抵抗性を評価した。
選好性試験１）では，「すずかれん」の選好性指数 C
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第 15 表　ハスモンヨトウの室内抗生性試験（育成地）
第 16 表　温風乾燥処理による裂きょう率（育成地）
注：1）室内抗生性試験：Komatsu et al.(2004) の方法により実施。プラスティック容器内で，
　　　 ハスモンヨトウ 6 齢（終齢）幼虫に供試生葉を入れ，蛹化するまで飼育した。蛹化 2   
          日後，蛹重を測定し，成長指数＝蛹重 (mg)/ 終齢幼虫の蛹化まで期間 (hour) を算出した。
　　　 成長指数が小さいほど成長速度が遅く，抗生性が強い。
　　2）蛹化までの期間の単位を Komatsu et al. の方法から変更したため，本表の成長指数は







　　　  2011 年 4 月） 」 。
7 ）裂きょうの難易






「すずかれん」の粒形について 2008 年，2009 年
および 2011 年に標準播栽培と早播栽培で得られた
子実について調査したところ， 年次によって判定
が分かれたが， 2008 年と 2011 年の標準播栽培， 早
播栽培でいずれも“球” と判定され， また 3 カ年平
均で， 粒の幅 / 長さが 0.9 以上， 厚さ / 幅が 0.85 以
上となることから， その粒形は“球” と判定された
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（第 17 表） 。さらに， ふるいを使用して「すずか
れん」の粒度分布を 2008 年と 2009 年に標準栽培お
よび早播栽培での子実について調査したところ， い
ずれの条件でも 6.1mm のふるい上に「すずかれん」
の子実は 30% 以上分布し , 農産物検査規格の小粒大
豆の規格数値（ 6.1mm上 10 % 未満）を満たさなかっ
た。また， 6.7mm以上の粒は， 標準栽培では 10 %
以上含まれる年もあったが，早播栽培ではわずかで
あった（第 18，19 表） 。
第 17 表　子実の粒形調査（育成地，標準栽培および早播栽培）
第 18 表　粒度分布調査（育成地，標準栽培）
注 ： 1） 2008年は標準栽培150粒，早播栽培100粒，2009年，2011年は標準栽培90粒，早播栽培60粒の平均値。
　    2）判定は「農林水産植物別審査基準（大豆種，2011 年 4 月）」による。
　　  　球：幅 / 長さ比 0.85 以上で，厚さ / 幅比 0.85 以上，偏球：幅 / 長さ比 0.85 以上で，厚さ / 幅比 0.84 以下。
注：生産力検定試験で得られた子実を調査。各品種 3 区（各区 1kg）を調査した平均値。






















の 2 カ所で実施した（第 22 ～ 26 表， 写真 3） 。品
質評価分科会以外では C 社および D 社においても





もあったが， 4 カ所の評価結果から， 「すずかれん」
の納豆加工適性は「スズマル」より劣るが， 「すず
おとめ」並と評価できる。
第 22 表　A 社における納豆加工適性試験（その 1）
第 23 表　A 社おける納豆加工適性試験（その 2）
第 24 表　A社における納豆官能評価試験
写真 3　「すずかれん」を原料にした 





注 :1）第 22 表で製造した納豆の評価である。
　  2）官能評価は 5（良い）− 1（劣る），アンモニア臭は 0（無）− 5（強），A 社想定の理想品
　　　を 5 とした減点法で評価。総合評価は各項目の合計。
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第 25 表　B センターにおける納豆加工適性試験（その 1）
第 26 表　B センターにおける納豆官能評価試験










注：1）第 25 表で製造した納豆について官能評価を実施。パネルは B センター職員 10 名。
　　2）評価基準：溶菌，割れ / つぶれ ;1（多い）～ 5（少ない），硬さ ;1（硬い）～ 5（柔らかい），他の項目は
　　　 1（悪い）～ 5（良い）とし評価。標準品種「スズマル」の評価を各項目とも 3 とした。
注：1）C 社の「スズマル」製造条件で納豆を作成。パネルは C 社職員 5 名。
　　2）評価 7 項目について 1（劣る）～ 5（良い）とし，標準品種「スズマル」の評価を各項目とも 3 とした。
　　3）原料大豆「すずかれん」,「すずおとめ」は 2007 年，普通畑標播の育成地産。
注：1）D 社の定法によって納豆を試作し，『納豆試験法』に準じ調査した。
　　　　評価は 1（劣る）～ 5（良い）の 5 段階評価で実施した。パネルは D 社職員 3 名。
　　2）原料大豆「すずかれん」,「すずおとめ」は 2007 年度，普通畑標播の育成地産。




した（第 29， 30 表） 。「すずかれん」の味噌加工適
性は淡色系味噌， 赤色系味噌とも， “皮（ 種皮） が
やや残る” との評価があったものの， 4 つの評価項






2011 年の 4 カ年で， 九州地方を中心に 12 県， 延べ
36 カ所で行った。各県での栽培試験結果の平均値
を第 31 表に示した。36 カ所のうち， 有望が 3 カ
所， やや有望が 9 カ所， 再検討が 9 カ所， やや劣る
が 3 カ所， 劣るが 7 カ所， 判断なしが 5 カ所であっ
た（データ省略） 。有望の内訳では熊本県で 3 カ所，
やや有望は福岡県， 佐賀県， 長崎県で各 1 カ所， 熊
本県で 6 カ所であった。
奨励品種決定調査のうち， 「すずおとめ」が比較， 
標準品種として栽培されている 7 県， 延べ 20 カ所
第 29 表　E 所における味噌加工適性試験
第 30 表　E 研究所における味噌品質評価
注：国産大豆協議会品質評価分科会で 2008 年に実施されたものである。
注：1）第 29 表の大豆を用い，E 所での定法に従い製造した味噌の評価である。
　   2）淡色系味噌は「トヨコマチ」, 赤色系味噌は「エンレイ」を標準とし，各項目について− 1（悪い），
     　   0（同等），1（良い）とし評価した。評価項目の組成は主に口当たりを評価したものであり，総合
　　　 は他 4 項目の総和ではない。パネルは 26 名。
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第 31 表　配布先における試験成績（その 1）
注：1）試験年次は西暦の下 2 桁を示し，品種名横の標：標準品種，比：比較品種を略したもの。
　  2）生育中の倒伏および障害粒程度は無，微，少，中，多，甚の 6 段階で評価した。
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の標準栽培試験成績を比較した（第 32 表） 。20 カ
所平均で， 「すずかれん」の成熟期は「すずおとめ」
より 5 日遅く， 主茎長は 6 cm 短いものの， 主茎節
数，分枝数がやや多く， 全重， 子実重が上回った。
子実重は 29.7kg/a で「すずおとめ」対比では 106％ 
であった。また百粒重はすべての試験で「すずかれ
ん」が「すずおとめ」を上回った。また最下着きょ






第 31 表　配布先における試験成績（その 2）
注：1）試験年次は西暦の下 2 桁を示し，品種名横の標：標準品種，比：比較品種を略したもの。
　  2）生育中の倒伏および障害粒程度は無，微，少，中，多，甚の 6 段階で評価した。
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第 32 表　奨励品種決定調査等における生育，収穫物，品質等に関する「すずおとめ」との比較
注：1）7 県延べ 20 カ所，標準栽培試験成績の平均値。









ダイズ立枯性病害（ 黒根腐病） に弱いので， 本病の
多発病地域での栽培は避け， さらに， 排水不良田で
は発病が助長されるため十分な排水対策を行う必
要がある。また， ダイズモザイクウイルス（ SMV） 























育成地，2009 年 6 月 5 日播種
畦幅 70cm，株間 14cm，1 株 1 本立
（2009 年 9 月 10 日撮影）



















































高橋幹（F13） ， 高橋将一（交配～ F13） ， 大木信彦
（F13） ， 中澤芳則（F7 ～ F12） ， 小松邦彦（F3 ～ F12） ， 




育成地，2009 年 7 月 3 日播種
畦幅 70cm，株間 14cm，1 株 1 本立
（2009 年 9 月 10 日撮影）
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New Soybean Cultivar “Suzukaren”
Masakazu Takahashi, Motoki Takahashi, Nobuhiko Oki, Kunihiko Komatsu1）
Yoshinori Nakazawa, Ryoichi Matsunaga2）and Makita Hajika3）
Summary
“Suzukaren” was developed at the NARO Kyushu Okinawa Agricultural Research Center 
from 1997 through 2009 and has been registered since 2011. This variety was selected from the 
progeny derived from the cross “Suzuotome” × “IAC 100.” Suzuotome is a small seed variety 
with suitable traits for natto (fermented soybeans) processing, while IAC 100 is resistant to 
bacterial pustule (Xanthomonas campestris pv glycine) and the common cutworm (Spodoptera 
litura).
Suzukaren is a late-maturing variety with determinate growth, pointed ovate leaflets, purple 
flowers, tawny pubescence, and light-brown pod shells. The plant is shorter and has more 
nodes than Suzuotome. Suzukaren is highly resistant to bacterial pustule and has medium 
resistance to the common cutworm. It is susceptible to soybean mosaic virus (SMV) and root 
necrosis (Calonectria ilicicola). The seed yield is higher than that of Suzuotome, and it is well-
adapted for combine harvesting.
The average seed size of Suzukaren is 14.3g/100 seeds, somewhat greater than that 
of Suzuotome (10.7g/100 seeds). The seed coat is yellowish-white with slightly green 
pigmentation and little dye due to the infection of SMV and Cercospora kikuchii at the breeding 
station, and little cracking occurred. Protein content of seeds is higher, while the oil content is 
lower than those of Suzuotome. Suzukaren is as suitable for natto processing as Suzuotome and 
is well adapted for cultivation in the Kyushu district or the southern part of Japan.
Keywords： soybean, natto processing, bacterial pustule, common cutworm, Kyushu district.
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